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天然芝と人工芝のサッカー場が完成
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■
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
の 

　
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

10
月
19
日
（
土
）
有
安
の
熊
本
甲
佐
総
合

運
動
公
園
内
の
サ
ッ
カ
ー
場
に
お
い
て
、
人

工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
供
用
開
始
に
お
け
る

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
奥
名
克
美
町
長
は
「
将
来
の
日
本

サ
ッ
カ
ー
場
の
一
部
供
用
が
開
始

熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
「
緑
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
」

１

2

●
利
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

●
使
用
料
（
１
時
間
）

・
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
（
夜
間
照
明
使
用
料
）

　
　

全
面　

２
，０
０
０
円
（
２
，０
０
０
円
）

　
　

半
面　

１
，０
０
０
円
（
１
，０
０
０
円
）

・
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場
（
夜
間
照
明
使
用
料
）

　
　

全
面　

３
，０
０
０
円
（
１
，０
０
０
円
）

　
　

半
面　

１
，５
０
０
円
（
５
０
０
円
）

※
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場
は
来
春
の
供
用
開
始
予
定
で
す
。

※
町
外
在
住
者
お
よ
び
町
外
所
在
の
法
人
・
団
体
は
各
料
金
の
２
倍

※
使
用
料
の
納
付
は
後
日
、
町
社
会
教
育
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
ご
予
約
方
法

　

町
社
会
教
育
課
（
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
）
へ
事
前   

　

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
ご
利
用
案
内

3

１_供用開始となった人工芝サッカー場　
２_天然芝サッカー場の寄贈のあいさつを
する日本サッカー協会の田嶋会長　３_奥
名町長と田嶋会長による人工芝サッカー
場でのキックインセレモニー　４、５_天
然芝サッカー場ではロアッソ熊本のコー
チと熊本ルネサンスの選手らによるサッ
カー教室を開催
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代
表
を
担
う
よ
う
な
選
手
が
こ
の
サ
ッ
カ
ー

場
か
ら
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
緑
に
包
ま
れ
た
こ

の
運
動
公
園
で
汗
を
流
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

来
春
供
用
開
始
と
な
る
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー

場
を
寄
贈
し
た
（
公
財
）
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
田
嶋
幸
三
会
長
は
「
多
く
の
方
に
天
然

芝
の
上
で
の
び
の
び
と
体
を
動
か
し
て
頂
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
甲
佐
町
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
活
動
す
る
フ
レ
グ

ラ
ン
ト
熊
本
と
熊
本
ル
ネ
サ
ン
ス
に
よ
る
エ

キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー

場
で
開
催
さ
れ
、
試
合
前
に
は
田
嶋
会
長
と

奥
名
町
長
に
よ
る
キ
ッ
ク
イ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場
で
は
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
の
コ
ー
チ
と
熊
本
ル
ネ
サ
ン
ス
の
選

手
ら
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ
、

本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
天
然
芝
の
ピ
ッ
チ
で

元
気
良
く
ボ
ー
ル
を
追
い
駆
け
ま
し
た
。

■
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
の
全
面

　
供
用
開
始
は
令
和
４
年
度
を
予
定

　

町
で
は
、
安
津
橋
一
帯
の
緑
川
河
川
敷
に

震
災
か
ら
の
復
興
シ
ン
ボ
ル
の
１
つ
と
し
て
、

町
民
が
集
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
「
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
『
緑
川
リ

バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
』」
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
同
運
動
公
園
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
場

２
面
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
８
面
、
野
球
場
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど

を
順
次
整
備
す
る
計
画
で
、
施
設
全
体
の
供

用
を
令
和
４
年
度
に
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　町が現在整備中の「熊本甲佐総合運動公園『緑川
リバーサイドパーク』」。この甲佐町の新たなスポー
ツ・健康と交流の拠点となる運動公園に、多くの皆
さんに親しまれ愛着を持っていただけるような「愛
称」を名付けてみませんか。皆さんのご応募をお待
ちしています。詳しくは町公式ウェブサイトをご覧
ください。
●応募内容
　運動公園の愛称（意味や理由も記載してください）
　※１人３点まで応募できます
●募集期間
　10月15日（火）～11月18日（月）
●応募方法
　①甲佐町公式ウェブサイト「愛称応募」ページ
　②メール　③応募用紙　④はがき　⑤ファックス
●賞品
　最優秀賞 甲佐町の特産品セット １万円相当
●お申し込み先およびお問い合わせ先
　甲佐町地域振興課地域振興係「運動公園愛称募集」係
　〒861-4696　熊本県上益城郡甲佐町豊内719番地4
　　 ０９６- ２３４- １１５４　　　０９６-２３４- ３９６９

▲

総
合
運
動
公
園
の
完
成
イ
メ
ー
ジ

熊本甲佐総合運動公園「緑川リバー
サイドパーク」の愛称を募集中

4

5TEL FAX
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甲
佐
蚤
（
の
み
）
の
市

甲
佐
の
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

■
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
蚤

　（
の
み
）
の
市
」
が
開
催

　

10
月
６
日
（
日
）
甲
佐
町
商
店

街
一
帯
で
、「
甲
佐
蚤
（
の
み
）

の
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
や
空
き
店
舗
が
目
立
つ

商
店
街
の
活
性
化
や
町
内
外
の
若

者
な
ど
と
の
交
流
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ

の
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
甲

佐
町
商
工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）

が
主
催
し
、
今
年
で
７
回
目
。

　

町
内
外
の
店
舗
な
ど
か
ら
手
作

り
雑
貨
や
小
物
、
家
具
、
衣
料
品
、

陶
芸
品
、
飲
食
店
な
ど
約
１
3
０

団
体
が
出
店
し
ま
し
た
。

■
家
族
連
れ
や
若
者
で
に
ぎ
わ
い

　
活
気
が
あ
ふ
れ
る
１
日

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
甲

佐
蚤
の
市
は
、
町
内
は
も
と
よ
り

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
来
場
者
で
、

会
場
は
大
に
ぎ
わ
い
。
大
井
手
川

の
流
れ
る
風
情
あ
る
町
並
み
を
楽

し
み
な
が
ら
商
店
街
を
散
策
す
る

多
く
の
家
族
連
れ
や
若
者
た
ち
で

活
気
が
あ
ふ
れ
た
１
日
と
な
り
ま

し
た
。

甲佐蚤の市　　COSA-NOMINOICHI

商店街で開かれる
地元密着イベント

「甲佐蚤の市」に訪れたの
は初めてです。多くの人で
にぎわっていて楽しいです
ね。商店街での開催は地元
に密着していていいですね。

村上 佳那子さん
（熊本市中央区）
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ロンドンバスに乗りたくて
家族で初めて来ました。２
階は風が気持ちよく、農家
の人が手を振ってくれたの
が見えてうれしかったです。

秋の風を感じた
ロ ン ド ン バ ス

倉谷 莉緒那さん
（熊本市東区）

■
レ
ト
ロ
な
雑
貨
な
ど
が
商
店

　
街
一
帯
に
所
狭
し
と
並
ぶ

　

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
商
店
街

一
帯
に
並
ん
だ
店
舗
に
は
、
レ
ト

ロ
な
雑
貨
や
味
の
あ
る
古
着
、
か

わ
い
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
食
器
、

キ
ッ
チ
ン
用
具
、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
な
ど

さ
な
ざ
ま
な
品
物
が
店
棚
や
路
上

な
ど
に
所
狭
し
と
陳
列
。
来
場
者

は
気
に
な
る
品
物
を
手
に
取
っ
て

品
定
め
し
た
り
、
店
主
と
の
会
話

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
本
町
の
秋

の
催
し
を
満
喫
し
ま
し
た
。

■
ロ
ン
ド
ン
バ
ス
や
陽
気
な
音

　
楽
が
会
場
を
盛
り
上
げ
る

　

２
階
建
て
ロ
ン
ド
ン
バ
ス
の
試

乗
体
験
で
は
家
族
連
れ
な
ど
が
秋

の
田
園
風
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
陽
気
な
音
楽
を
奏
で
る
路

上
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
会
場
を
練
り

歩
き
、
蚤
の
市
を
華
や
か
に
演
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食
ブ
ー
ス

が
立
ち
並
ん
だ
ブ
ー
ス
で
は
、
甲

佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」

認
定
品
を
は
じ
め
、
町
内
外
の
飲

食
店
が
出
店
。
来
場
者
は
本
町
の

特
産
品
や
旬
の
味
も
堪
能
す
る
な

ど
、
本
町
の
魅
力
を
町
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
商
工
会

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
７
２

甲佐蚤の市　　COSA-NOMINOICHI

　まずは、甲佐蚤の市を
開催するにあたり、ご協
力いただきました町民の
皆様・商店街の皆様に心
からの御礼申し上げます。
　この甲佐蚤の市は、
「甲佐町で素敵な１日を
過ごしてもらい、甲佐を
好きになってほしい。そ
して将来、来場された方
に甲佐に移り住んでもら
いたい」という思いで始
まりました。商工会青年
部が主体となり手探りで
始めたこのイベントも今
年で７回を数え、皆様の
ご協力のおかげで今年は
およそ25,000人の来場者
でにぎわいました。少し
ずつではありますが、
「甲佐でお店を開きたい」
との声も届いています。
　今後とも、町民の皆様
のご協力をよろしくお願
い致します。

商工会長
中村 幸男さん

多 く の ご 来 場
ありがとうございました

商工会青年部長
山本 純一さん
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■
20
年
の
歴
史
を
振
り
返
り

　
こ
れ
か
ら
の
宮
内
を
考
え
る

　

10
月
５
日
（
土
）
宮
内
地
区
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
宮
内
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
や
ま
び
こ
会
の

設
立
20
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
会
（
田
上
菊
夫
会
長
）
は
、

宮
内
地
区
の
住
民
が
生
涯
を
通
し

て
生
き
生
き
と
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
福
祉
を
目
的
に
、
平
成

11
年
に
設
立
。
平
成
21
年
の
宮
内

小
学
校
閉
校
に
伴
い
、
校
区
社
協

か
ら
地
区
社
協
へ
の
名
称
変
更
を

経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
花
見
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
通
し
て
地
域
の
方
の
見

守
り
や
支
え
合
い
を
行
っ
て
お
り
、

よ
り
よ
い
社
会
福
祉
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

奥
名
克
美
町
長
は
「
20
年
の
歴
史

の
中
で
多
く
の
苦
労
が
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、
歴
代
会
長
を
は

じ
め
役
員
や
地
区
の
皆
さ
ん
の
協

力
で
今
日
を
迎
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
地
域
で
の
支
え
合
い
を
考
え
る

　

記
念
大
会
で
は
、（
有
）
ひ
と

地
域
計
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
佐
伯

謙
介
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ

れ
、
宮
内
地
区
の
住
民
ら
64
人
が

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

佐
伯
さ
ん
は
「
宮
内
の
な
つ
ぞ

ら
〜
御
近
所
の
支
え
合
い
に
む
け

て
〜
」
と
題
し
て
講
演
。
健
康
寿

命
と
、
甲
佐
町
や
宮
内
地
区
の
高

齢
化
率
を
示
し
な
が
ら
、
健
康
維

持
や
介
護
予
防
に
加
え
て
、
で
き

る
だ
け
地
域
で
の
支
え
合
い
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
い
つ
ま
で

も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に

と
っ
て
大
切
で
あ
る
こ
と
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

地域で見守り支え合う

宮内地区社会福祉協議会やまびこ会設立20周年記念大会

ト ピ ッ ク ス
▼

20
周
年
記
念
大
会
の
開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
田
上
会
長

▲地域での支え合いについて講演する佐伯さん
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リノベーションが進む旧西村邸
　町では、空き家などの地域資源の有効
活用を通して、移住・定住の促進や交流
人口の増加を図り、地域の活性化につな
げていくため、さまざまな事業に取り組

んでいます。その１つとして、本町の魅
力を集めた交流拠点施設を整備するため、
仁田子の旧西村民俗資料館の改修ワーク
ショップを開催しています。

古 民 家 改 修 ワ ー ク シ ョ ッ プ

■
古
民
家
利
活
用
で
本
町
の
魅
力
を

　
集
め
た
施
設
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

仁
田
子
の
旧
西
村
邸
は
民
俗
資
料
館

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
熊
本

地
震
で
被
災
。
町
内
外
の
人
と
人
が
交

差
す
る
「
こ
う
さ
て
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
よ
り
親
し
み
を
持
て
る

よ
う
に
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
改
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
は
カ
フ
ェ
や

宿
泊
施
設
を
備
え
る
予
定
で
、
来
年
３

月
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　

昨
年
11
月
の
土
壁
の
下
準
備
か
ら
始

ま
っ
た
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
内
壁

や
天
井
、
床
の
解
体
、
格
子
壁
の
製
作

な
ど
を
経
て
、
床
張
り
や
内
壁
の
し
っ

く
い
塗
り
、
塗
装
、
床
板
磨
き
ま
で
作

業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）
に

行
わ
れ
た
今
年
上
半
期
最
後
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
塗
り
壁
の
下
地
と
な

る
木
ず
り
に
し
っ
く
い
を
塗
る
作
業
な

ど
を
実
施
。
参
加
者
は
慣
れ
な
い
コ
テ

の
使
い
方
を
左
官
の
加
本
さ
ん
に
教
わ

り
な
が
ら
楽
し
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
の
古
民
家
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
終
え
て
残
す
は
あ
と
３
回
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
参
加
者
同
士
の

新
た
な
交
流
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
未

体
験
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

▼これまでの古民家改
修ワークショップにつ
いてはこちらをご覧く
ださい。

Ｄ Ｉ Ｙ が 好 き で
はじめて参加しました

しっくい塗りははじめてでしたが楽
しかったです。完成したら自分が
塗ったところを見に来たいですね。

細西 記代美さん
（熊本市中央区）
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10
月
17
日
（
木
）
町
長
室
で
、
回

覧
板
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

甲
佐
町
商
工
会
の
「
家
の
こ
と
な

ら
な
ん
で
ん
隊
」（
杉
本
代
隊
長
）

が
行
政
区
回
覧
で
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
、
甲
佐
町
区
長
会
（
西

住
幸
郎
代
表
区
長
）
へ
回
覧
板

４
０
０
個
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
隊
は
町
内
の
住
宅
関
連
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
18
社
が
参
加
し
て
お

り
、
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
に
つ
い
て
地
域
住
民
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
回
覧
板
を
受
け
取
っ
た
西

住
代
表
区
長
は
「
回
覧
板
が
な
く
て

困
っ
て
い
た
行
政
区
も
あ
る
の
で
大

変
助
か
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　９月28日（土）町生涯学習センターで、
第18回『新甲佐町史』歴史研修会が開催さ
れました。
　同研修会は、本町の今と昔を考え成り立ち
を追うことを目的に町教育委員会が主催。
　今回は「地域に残された古文書の大切さ
－緒方家文書整理作業からみえてきたもの－」
と題し、熊本大学准教授の三澤純さんが講演。
約60人が受講し、町指定文化財「緒方家文
書」に残された当時の庶民の暮らしの様子に
ついて学びました。

絶妙な駆け引きで競りを満喫　
甲佐町グリーンセンターで植木競り市の開所式

地域住民のつながりを支援　
「家のことならなんでん隊」が回覧板を寄贈

地域に残された古文書を読み解く 
第18回『新甲佐町史』歴史研修会

▼完成を控えた管理棟横の会場で植木や花苗などの競りを楽しむ参加者

▲緒方家文書の記述について解説する講師の三澤さん

▼

杉
本
隊
長（
右
）か
ら
回
覧
板
を
受
取
っ
た
西
住
代
表
区
長

　

10
月
6
日
（
日
）
田
口
の
甲
佐

町
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
競
り
市
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
10
月

か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
毎
週
日
曜

日
に
植
木
の
競
り
市
を
開
催
。
熊

本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
同
セ
ン

タ
ー
で
は
、
新
た
な
管
理
棟
の
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
完
成
を

控
え
た
建
物
前
で
行
わ
れ
た
開
所

式
に
は
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
式
で
は
同
セ
ン
タ
ー
を
管

理
・
運
営
す
る
緑
川
森
林
組
合
の

坂
田
鉄
太
郎
代
表
理
事
組
合
長
が

「
地
域
に
根
差
し
た
樹
芸
緑
化
木

施
設
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

初
競
り
で
は
、
多
く

の
参
加
者
が
競
り
人
の

掛
け
声
に
合
わ
せ
て
、

出
品
さ
れ
た
植
木
や
花

苗
を
競
り
落
と
し
ま
し

た
。

　

競
り
市
に
は
会
員
登

録
す
れ
ば
誰
で
も
参
加

で
き
、
登
録
料
は
１

シ
ー
ズ
ン
２
千
円
（
会

員
用
帽
子
込
み
）。
再

登
録
は
千
円
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

甲
佐
町
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー

　

 　

０
９
６
‐
２
３
４

‐
０
４
８
５

TEL
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　町内の２選手が全国大会と九州大会で活躍しま
した。
　９月21日（土）～23日（月）日本スポーツマ
スターズ2019ぎふ清流大会軟式野球（岐阜県）に、
「トウヤクラブ40Ｂ」の野仲俊之選手（上早川四
区）が出場しました。
　野仲選手は、９番二塁手として先発出場。大会
後、「40代半ばを迎えましたが、この年齢になっ
ても全国の舞台を味わえるのは格別です。これか
らもチャレンジする気持ちを忘れず、更に上を目
指していきたいです」と今後の抱負を力強く話し
ました。
　10月５日（土）・６日（日）に開催された第51
回九州ジュニア水泳競技大会（長崎県）には、仲
原乙葉選手（中横田区・甲佐中３年）が出場。
　仲原選手は、13～15歳の部の200㍍自由形と
400㍍自由形に出場。「中学生活最後の九州大会
でしたが良い結果が出せず悔しいです。これまで
支えていただいた家族やコーチ、仲間に感謝して
います」と大会を終えて感想を語りました。

　10月12日（土）町生涯学習センターで令
和元年度上益城地域植樹祭が開催されました。
　同植樹祭は、森林や植樹などについて地域
住民の理解を深めることを目的に、町と上益
城地域みどり推進協議会（上野晋也会長）が
主催。同協議会委員や郡内の緑の少年団など
約80人が参加しました。
　式典で上野会長は「植樹された木々が多く
の方に愛されることを祈念します」とあいさ
つ。式典後、参加者は役場西側遊歩道沿いに
ツツジとヤマボウシの記念植樹を行いました。

緑あるやすらぎの場を  
令和元年度上益城地域植樹祭

▲ヤマボウシを記念植樹する上野会長（左）ら

全国大会・九州大会に出場   
軟式野球・野仲選手と水泳競技・仲原選手が活躍

▲日本スポーツマスターズに出場された野仲選手（左）と九州ジュニア
水泳競技大会に出場された仲原選手

　

９
月
28
日
（
土
）
御
船
町
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
第
２
回
上
益

城
地
域
町
民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
講
座
は
郡
内
５
町
か
ら
の
委
託

事
業
と
し
て
上
益
城
郡
医
師
会
が
実

施
。「
上
益
城
地
域
の
介
護
予
防
〜

在
宅
医
療
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
中
横
田
区
の
事
例
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
区
（
松
永
博
文
区
長
97
世
帯
）

で
は
、
平
成
28
年
か
ら
住
民
主
体
で

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
や
認
知
症

予
防
ゲ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
介
護
予
防

活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
、

先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

地域の介護予防で意見交換　
第２回上益城地域町民公開講座パネルディスカッション

▼

中
横
田
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
松
永
区
長
（
右
）



Information

Public Relations KOSA
Nobember 2019 10

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113（内線 108）

■
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　

人
は
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
所
得
に
よ
っ
て

国
民
健
康
保
険
税
の
額
や
医
療
費
の
自

己
負
担
限
度
額
な
ど
を
計
算
し
ま
す
。

　

国
保
被
保
険
者
で
前
年
中
（
１
月
〜

12
月
）
の
収
入
が
な
い
人
や
収
入
が
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
の
み
の
人
も
、
必

ず
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
申
告
を
し
な
い
と
国
保
税
の
軽
減

　

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　

国
保
に
は
、
所
得
額
に
よ
っ
て
国
保

税
が
軽
減
さ
れ
る
措
置
が
あ
り
ま
す

が
、
申
告
を
し
な
い
と
所
得
の
額
が
分

か
ら
な
い
た
め
国
保
税
の
軽
減
措
置
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額

判
定
も
、
所
得
額
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

る
の
で
、
収
入
が
な
く
て
も
申
告
を
し

な
い
と
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
高

額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■ 「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
確
定

申
告
に
使
用
で
き
ま
す

　

町
か
ら
国
民
健
康
保
険
者
の
皆
さ
ん

へ
配
布
し
て
い
る
「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
は
、
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
の

手
続
き
で
医
療
費
の
明
細
書
と
し
て
使

用
で
き
ま
す
。

　

医
療
費
控
除
の
計
算
は
、「
お
知
ら

せ
」
の
「
患
者
負
担
額
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
自
己
負
担
相
当
額
を
基
に
行
い

ま
す
。「
お
知
ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
や
、
実
際
に

負
担
し
た
額
が
異
な
る
場
合
は
、
自
身

で
額
を
訂
正
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

11
〜
12
月
診
療
分
の
「
お
知
ら
せ
」

は
来
年
５
月
に
配
布
し
ま
す
。
来
年
２

月
中
旬
か
ら
始
ま
る
確
定
申
告
で
は

11
〜
12
月
診
療
分
の
領
収
証
が
必
要
で

す
の
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
期
間
内
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

　

申
告
期
間
は
毎
年
２
月
中
旬
か
ら
３

月
中
旬
ま
で
で
す
。
期
間
内
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
国
保
の
適
正
な
運

営
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113（内線 108）

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
高
額
な

医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
は
、「
高
額

療
養
費
制
度
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
払
い
戻
し
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■ 

高
額
療
養
費
制
度
と
は

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
同
一
月

（
１
日
か
ら
月
末
ま
で
）
に
掛
か
っ
た

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ

た
場
合
、
一
定
の
金
額
（
自
己
負
担
限

度
額
）
を
超
え
た
分
が
後
で
払
い
戻
さ

れ
る
制
度
で
す
。
払
い
戻
し
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
、

　

保
険
外
診
療
は
対
象
外
で
す
。

▼
高
額
療
養
費
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
支
給
申

　

請
書

・
医
療
機
関
な
ど
で
発
行
さ
れ
た
医
療

　

費
の
領
収
証
や
支
払
証
明
書
な
ど

・
印
か
ん

・
世
帯
主
名
義
の
預
金
口
座
番
号
な
ど

　

が
分
か
る
も
の

・
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

　

号
）
が
分
か
る
も
の

■ 

自
己
負
担
限
度
額
と
は

　

自
己
負
担
限
度
額
は
、
同
じ
世
帯
内

の
国
保
被
保
険
者
や
世
帯
主
な
ど
の
年

齢
お
よ
び
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
月
内
に
同
じ
医

療
機
関
に
支
払
っ
た
対
象
と
な
る
一
部

負
担
金
が
、
限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、

超
え
た
分
を
申
請
に
よ
り
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
は
、
年
齢
や
総

所
得
金
額
、
制
度
の
利
用
回
数
な
ど
で

異
な
り
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
町
住
民
生
活
課
保
険

係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■ 

医
療
費
が
高
額
な
と
き
は「
限
度
額

適
用
認
定
証
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

医
療
費
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
事
前

に
分
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
町
が
発
行
す
る
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
や
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
と
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。

医療費が高額だったときは高額
療養費制度を活用しましょう

詳しくは町住民生活課までお尋ねください

国保被保険者の皆さん
所得の申告を忘れずに

国保イメージキャラクターの上白石萌歌さん
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国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113（内線 104）

ご
み
処
理

町環境衛生課　TEL 096‒234‒1169    御船甲佐クリーンセンター　TEL 096‒282-0688

■
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

　

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

２
０
１
９
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

付
し
た
保
険
料
の
全
額
で
、
過
去
の
年

度
分
や
追
納
分
も
含
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶

者
や
ご
家
族
の
負
担
す
べ
き
保
険
料
を

支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も

合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■ 

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は
確
定

申
告
に
必
要
で
す

　

２
０
１
９
年
中
に
納
付
し
た
保
険
料

に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料

を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
２
０
１
９
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
提
出
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
９
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
ご
照
会

は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ

れ
て
い
る
日
本
年
金
機
構
の
電
話
番
号

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
は
期
限
内
に
納
付
を

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な

ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な

る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

社会保険料控除には
控除証明書が必要です

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

　

御
船
甲
佐
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

御
船
町
と
甲
佐
町
で
設
置
す
る
御
船
町

甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合
が
運
営
す
る
一

般
廃
棄
物
の
中
間
処
理
施
設
で
す
。

　

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
燃
や
す
ご
み

は
、
ご
み
収
集
車
に
よ
っ
て
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
、焼
却
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
空
き
缶
な
ど
の
資
源
ご
み
を
一

時
保
管
後
に
売
却
し
、

な
ど
の
埋
め
立
て
ご
み
は
破
砕
し
て
最

終
処
分
場
へ
と
搬
出
し
て
い
ま
す
。

■
平
成
30
年
度
の
ご
み
搬
入
量
は

　

前
年
比
８
３
３
㌧
の
減
少

　

平
成
30
年
度
に
お
け
る
同
セ
ン

タ
ー
へ
の
ご
み
搬
入
量
は
合
計
で

７
，０
７
７
㌧（
前
年
比
８
３
３
㌧
減
少
）

で
し
た
。
処
理
区
域
内
（
御
船
町
お
よ

び
甲
佐
町
）
の
住
民
１
人
１
日
当
た
り

で
は
５
５
０
㌘
と
な
り
ま
し
た
。

搬入量（㌧）

5,956

601

183

337

7,077

搬入ごみ種別

可燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ

直接持ち込み

合　計

■ 

平
成
30
年
度
の
資
源
ご
み
売
却
に

よ
る
収
益
は
５
，７
４
０
千
円

　

搬
入
さ
れ
た
資
源
ご
み
は
同
セ
ン

タ
ー
内
で
中
間
処
理
を
行
っ
た
後
、

資
源
回
収
業
者
に
売
却
ま
た
は
再
資

源
化
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

の
資
源
ご
み
売
却
に
伴
う
収
益
は

５
，７
４
０
千
円
で
し
た
。
こ
の
収
益

は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
運
営
資
金
に
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

搬出量（㌧）

2.3

44.3

4.7

10.0

2.3

品目

牛乳パック

古 着

廃食油

乾電池

食品トレイ

搬出量（㌧）

90.5 

90.0

1.1

44.8

6.8

品目

段ボール

雑 誌

小型家電

ペットボトル

蛍光灯

搬出量（㌧）

49.9

114.4

11.9

194.3

145.8

品目

空き缶

新聞紙

紙製容器包装

粗大金属

空きビン

御船甲佐クリーンセンター
平成 30 年度ごみ処理実績

詳しくは町環境衛生課へお尋ねください



町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

戦後の混乱期、焼き物の里・信

楽に絵を描くことが大好きな少

女がいた。貧しくとも精一杯働

きながら、陶芸家への夢を膨ら

ませる。だが、弟子入りを志願

して窯元をまわっても、「女に

は無理や」と断られてばかり…。

苦労も失敗も朗らかに乗り越え

て、新たな道を切り開いた陶芸

家・神山清子の笑いと涙の人生

物語です。

ポプラ社

小説

朝ドラのモデル、陶芸家・神山清子物語

那須田 淳 著 /『緋色のマドンナ』

手品師のおじさんとうさぎのステキなマジックショー

せな けいこ 作・絵 /『うさぎのまじっく』

百舌鳥・古市古墳群も大特集

『一生に一度は行きたい 日本の世界遺産』

2019年に新たに登録された百

舌鳥・古市古墳群大特集をはじ

め、京都の神社仏閣、姫路城、

名峰富士、屋久島・知床の大自

然、長崎と天草地方の潜伏キリ

シタン関連遺跡など、日本の世

界遺産23カ所を美しい写真と

ともに解説しています。改めて、

世界に誇る日本の文化・自然の

素晴らしさを教えてくれるおす

すめの１冊です。

宝島社

教養娯楽

バイク事故で頸椎損傷。18歳

で車いす人生となった著者が、

絶望から10年を経て、車いす

単独世界一周を果たすまでの旅

の記録。石畳地獄のヨーロッパ、

尻にむち打つ長距離列車…。

「世界はバリアにあふれている。

でも、あらゆるバリアは人の手

で越えられる。」素晴らしい行

動力と挑戦に、心揺さぶられる

おすすめの１冊です。

光文社

一般書

270日間、介助者なしの車いす一人旅

三代 達也 監修 /『一度死んだ僕の、車いす世界一周』

手品師のおじさんの帽子から、

耳を引っ張って出されるうさぎ。

痛い思いをしているのに、いつ

もほめられるのはおじさんばか

り。嫌気がさしたうさぎは、マ

ジックの本で勉強します。そう

とは知らないおじさんは…。ゆ

かいなお話の展開とほのぼのと

した結末が楽しい、子どもさん

への読み聞かせにおすすめの１

冊です。

鈴木出版

児童書

こ ～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『じゃあじゃあびりびり』（まついのりこ作・絵）

橋本 風花さん
〔浅井区〕

今月の案内人

「じどうしゃぶーぶーぶーぶー」「みず
じゃあじゃあじゃあ」、楽しく明解な
絵とリズミカルなことば。音から物を
認識する絵本。

Library Information

図書室からのお知らせ

■図書室の本の再活用について

　図書室で不要になったバッ

クナンバーの雑誌やこれまで

に持ち寄られた本から、お１

人様５冊までご自由にお持ち

帰りいただけます。ぜひ、ご

利用ください。

■日時　11月10日（日）

　　　　午前９時～午後５時

　　　　（無くなり次第終了）

■会場　図書室入口

■０歳児からのおはなし会

■日時　11月14日（木）

　　　　午前10時30分～

■会場　図書室おはなしのへや

町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library
町生涯学習センター図書室からの11月のおすすめ図書
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■令和元年度「上益城地区社会
　人権教育研究集会」が開催

　９月26日（木）御船町カルチャー

センターで「上益城地区社会人権教

育研究集会」が開催され、郡内の企

業関係者・教職員・住民・行政職員

などが参加しました。

　集会では、「御船町の取り組み」

について特別報告が行われ、啓発映

画「そんなの気にしない」を鑑賞。

この映画のタイトルは、同和地区出

身だという主人公の告白に対して２

人の関係はこれまでと変わらないこ

とを伝えるために親友が発した一言

です。（「気にしない」という言葉に

は、そのことをマイナスに見る意識

があるのかもしれません）しかし、

その一言がきっかけで２人の心はす

れ違っていきます。参加者は鑑賞を

通して、私たちが普段何気なく使う

言葉や態度が、相手を傷つけるかも

しれないことを学びました。

　また、ハンセン病の人権語り部と

して活動されている熊本県人権セン

ターの中修一さんが「ハンセン病を

めぐる人権」と題し講演。中さんは

「国の強制隔離政策などにより、ハ

ンセン病に対する誤った認識が人々

の心に根付き、今でも元患者やその

家族を苦しめています。当事者であ

る私が話をすることで、誰もがあり

のままで生きていくことができる社

会にしたいです」と話されました。

▼

自
身
の
体
験
を
交
え
て

　

講
演
す
る
中
さ
ん
（
左
）

Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

Public Hall
町公民館からのお知らせと話題

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

10
月
11
日
（
金
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、「
東
田
ト
モ

ヒ
ロ
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
セ
ン

タ
ー
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、

町
教
育
委
員
会
が
主
催
。

　

熊
本
市
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
東
田
ト
モ
ヒ

ロ
さ
ん
が
出
演
し
、
ギ
タ
ー
を

弾
き
な
が
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を

歌
い
ま
し
た
。
東
田
さ
ん
は
ソ

ロ
ラ
イ
ブ
だ
け
で
な
く
、
フ
ジ

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

に
も
出
演
す
る
な
ど
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
場
し
た
約
１
０
０
人
は
、

自
然
に
寄
り
添
っ
た
暮
ら
し
や

旅
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
楽

曲
の
数
々
を
手
拍
子
を
し
た
り

じ
っ
く
り
聞
き
入
っ
た
り
し
な

が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
（
水
）
岩
下
の

「
ヨ
リ
ド
コ
ロ
え
ん
が
わ
」
で

コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方
の
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
水
田
和
弘
さ
ん
か
ら
、

コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
国
や
生
産

量
・
消
費
量
ト
ッ
プ
５
、
ロ
ー

ス
ト
の
種
類
、
ひ
き
方
の
種
類
、

使
う
道
具
な
ど
を
ク
イ
ズ
形
式

で
学
習
。
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ

コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方
に
つ
い
て

説
明
し
て
も
ら
い
、
参
加
者
は

自
身
で
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
、

ロ
ー
ス
ト
の
違
い
に
よ
る
味
わ

い
な
ど
を
確
認
。
コ
ー
ヒ
ー
の

香
り
が
部
屋
中
に
広
が
り
至
福

の
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
今
日
か
ら
コ
ー

ヒ
ー
を
い
れ
る
楽
し
み
が
で
き

ま
し
た
。
お
友
達
を
呼
ん
で
ご

ち
そ
う
し
た
い
で
す
」
と
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
手
に
笑
顔
で
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
ま
し
ょ
う

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

▲優しい歌声と演奏を披露する

東田トモヒロさん（右）

▲コーヒーの淹れ方を実演する

講師の水田さん（右）

▲

自主文化事業のお知らせ

宮本ファミリーふれあい
コンサートを開催します

●開催日時

　12月３日（火）

　午後６時開場

　（午後６時30分開演）

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●入場料

　無料

●主催

　甲佐町文化協会・町教育委員会

家族４人ともプロの音楽家という

宮本ファミリーが再来町！皆さん

にもなじみのある楽曲を中心に演

奏します。ぜひご来場ください。
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❖
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
過
去

　
最
高
を
更
新

　

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
２
０
１
８

年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性

が
81
・
25
歳
、
女
性
が
87
・
32
歳
で
、

い
ず
れ
も
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

平
均
寿
命
の
高
い
国
や
地
域
の
順
位

を
調
べ
て
み
る
と
、
男
性
は
、
１
位
・

香
港
（
82
・
17
歳
）、
２
位
・
ス
イ
ス

（
81
・
４
歳
）
に
次
い
で
日
本
が
３
位

で
す
。
女
性
は
、
１
位
・
香
港
（
87
・

56
歳
）、
に
次
い
で
２
位
・
日
本
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
１
０
０
歳

以
上
の
高
齢
者
が
初
め
て
７
万
人
を
突

破
し
、
熊
本
県
は
、
１
０
０
歳
以
上
の

高
齢
者
の
多
い
（
人
口
10
万
人
当
た
り

の
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
）
都
道

府
県
順
位
の
10
位
と
な
っ
て
い
ま
す

（
２
０
１
８
年
９
月
時
点
）。

　

１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
「
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
で
き
る
く
ら
い
元
気
な
こ

と
」
を
目
標
に
し
た
い
で
す
よ
ね
。
そ

こ
で
、
甲
佐
町
の
ご
長
寿
さ
ん
に
「
長

寿
の
秘
訣
」
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

❖
和
田
内
区
の
大
島
典
子
さ
ん
の
話

　

91
歳
の
大

島
さ
ん
は
、

現
在
、
和
田

内
地
区
の
介

護
予
防
教
室

に
週
１
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
運
動
す
る
こ
と
が
好
き

で
、
小
学
校
６
年
生
の
こ
ろ
か
ら
バ

レ
ー
を
は
じ
め
て
、
地
域
の
婦
人
会
で

も
バ
レ
ー
を
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
健
康
の
た
め

に
天
気
の
良
い
時
は
散
歩
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、畑
に
行
っ
て
夏
は
ス
イ
カ
、

冬
は
大
根
な
ど
を
植
え
て
、
友
人
に
で

き
た
野
菜
を
あ
げ
て
喜
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
を
見
る
と
き
以
外
は
じ
っ
と

し
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
雨
が
降
る
と
き
な
ど
は
、
折
り
紙

で
く
す
玉
や
手
提
げ
袋
を
作
っ
て
い
ま

す
。
歯
は
全
部
自
分
の
歯
で
、
３
カ
月

に
１
回
は
歯
科
受
診
を
し
て
い
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
こ
と
に
も
、
や
っ
て
み
よ

う
と
い
う
気
持
ち
で
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

❖
北
早
川
区
の
渡
邊
節
子
さ
ん
の
話

　

現
在
、
87

歳
に
な
る
渡

邊
さ
ん
は
、

自
宅
で
テ
レ

ビ
体
操
を
毎

日
し
て
い
ま
す
。

　

家
事
も
で
き
る
限
り
手
伝
い
た
い
で

す
し
、
掃
除
が
大
好
き
で
す
。
歌
を
歌

う
の
も
好
き
で
す
。
今
は
な
か
な
か
行

け
な
く
な
り
ま
し
た
け
ど
ウ
イ
ン
ド
ウ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
る
こ
と
も
好

き
で
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
ね
。
今
度
、

孫
の
結
婚
式
が
あ
る
の
で
、「
甲
佐
町

は
つ
ら
つ
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」（
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
Ｃ
）
に
通
っ
て
元
気
に
杖
を

つ
か
ず
に
歩
け
る
こ
と
を
目
標
に
リ
ハ

ビ
リ
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❖
挑
戦
す
る
気
持
ち
で
毎
日
を

　
過
ご
す
こ
と
が
大
切

　

お
２
人
か
ら
伺
っ
た
こ
と
か
ら
わ

か
っ
た
こ
と
と
し
て
、「
で
き
な
い
こ

と
は
な
い
の
で
、
と
に
か
く
や
っ
て
み

よ
う
」
と
い
う
『
挑
戦
す
る
気
持
ち
』

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

お
２
人
と
も
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
体
を

動
か
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
こ
と

に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
、
積
極
的
に
行

動
し
、
体
を
動
か
し
て
過
ご
す
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
お
２
人
の
話
を
伺
っ
て
み

て
、「
周
り
の
方
に
対
す
る
あ
り
が
と

う
の
感
謝
の
気
持
ち
」
を
大
事
に
し
て

お
ら
れ
る
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
も
幸
せ
の
お
裾
分
け
を
し
て

い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

元
気
な
高
齢
者
で
い
る
た
め
に

介
護
予
防
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

あ
ゆ
み
だ
よ
り

長寿 の話

このコーナーでは、町総合保健福

祉センター職員である保健師、管

理栄養士、社会福祉士などが、健

康や福祉、介護などに関する情報

をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

町総合保健福祉センターでは、住

み慣れた地域でいつまでも自分ら

しい暮らしができるよう、総合事

業対象者などを対象に「甲佐町は

つらつリハビリ教室」を開催して

います。興味のある方は、同セン

ターまでお尋ねください。

福田 久美子 保健師

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

11・12月の保健活動

　　11月14日（木）　午前９時

　　12月19日（木）　午前９時

　　11月14日（木）　午前10時

　　12月19日（木）　午前10時

　　12月13日（金）　午前９時30分

　　11月12日（火）　午後１時

　　12月20日（金）　午前９時20分

　　11月12日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（金） 陶芸教室（要予約）

６日（水） 絵本の読み聞かせ

８日（金） 折り紙遊び

11日（月） 絵合わせ遊び

13日（水） お散歩

15日（金） お誕生会（要予約）

18日（月） 新聞紙で遊ぼう

20日（水） 園外活動（恐竜公園）

22日（金） 製作

25日（月） ブロック遊び

27日（水） 砂場遊び

29日（金） 小麦粉粘土

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

15日（金） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

奥村 理
りい ち

一 くん（１歳）
 父・将也 さん　母・美千代 さん

　（緑町区）

　　兄弟で１番の

　　　　　やんちゃものです。

　

増川 詩
し の

乃 ちゃん（１歳）
 父・裕也 さん　母・裕賀子 さん

　（津志田区）

　これからも笑顔いっぱい、

　　　　　　　元気に育ってね♡

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
11月の子育て支援カレンダー

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
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Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

■
ブ
ラ
イ
ト
企
業
と
は

　

県
で
は
、
県
民
の
安
心
・
希

望
の
実
現
に
向
け
、
誰
も
が
働

き
や
す
い
労
働
環
境
の
整
備
を

進
め
る
た
め
「
ブ
ラ
イ
ト
企
業

推
進
事
業
」
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
「
ブ
ラ
イ
ト
企
業
」
と
は
、

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と
対
極
の
企
業

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
県
の
造
語
で
、

働
く
人
が
い
き
い
き
と
輝
き
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
企

業
の
こ
と
で
す
。

　

ブ
ラ
イ
ト
企
業
の
認
定
は
、

応
募
資
格
（
過
去
３
年
間
に
お

け
る
正
社
員
の
年
間
平
均
離
職

率
が
業
種
平
均
の
離
職
率
よ
り

も
低
い
こ
と
や
直
近
２
期
の
決

算
の
営
業
利
益
が
黒
字
、
ま
た

は
直
近
の
売
上
が
前
期
よ
り
増

加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
10
の

条
件
が
あ
る
）
を
満
た
し
た
企

業
か
ら
の
応
募
に
基
づ
き
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
熊
本
県
労
働

審
議
会
で
審
査
後
、
県
に
よ
っ

て
認
定
さ
れ
ま
す
。

現
在
県
内
の
３
２

９
社
が
ブ
ラ
イ
ト

企
業
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

審
査
に
つ
い
て

は
、
①
従
業
員
と

そ
の
家
族
の
満
足

度
が
高
い　

②
地

域
の
雇
用
を
大
切

に
し
て
い
る　

③

地
域
社
会
・
地
域

経
済
へ
の
貢
献
度

が
高
い　

④
安
定

し
た
経
営
を
行
っ

て
い
る
こ
と
の
４

つ
を
基
本
的
な
要

件
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

■
町
内
の
ブ
ラ
イ
ト
企
業

　

現
在
、
町
内
の
企
業
で
認
定

を
受
け
て
い
る
の
は
、（
有
）

せ
せ
ら
ぎ
、森
川
健
康
堂
（
株
）、

（
社
福
）
綾
友
会
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
桜
の
丘
、
そ
し
て

今
回
新
た
に
認
定
さ
れ
た

（
株
）
シ
ン
ザ
ン
の
４
企
業
で

す
。

　
（
株
）
シ
ン
ザ
ン
の
山
内
喜

久
雄
代
表
取
締
役
は
、「
今
回

の
認
定
は
、
現
在
の
会
社
の
礎

を
築
い
て
き
た
社
員
の
お
か
げ
。

こ
れ
か
ら
甲
佐
町
内
の
方
の
採

用
に
も
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
嬉

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　皆様は、普段どんな運動をされる

でしょうか。ジョギングなどで健康

維持に努めておられる方も多いと思

います。一方で、続かないと悩んで

いる方もいらっしゃるでしょう。

　今回は、

そういった

方にオスス

メの「ヨガ

教室」につ

いてご紹介

します。

　ヨガのメ

リットは、

①体全体のインナーマッスルが鍛え

ることで基礎代謝を上げ、太りにく

い体質にすることが可能になります。

②内臓が刺激されることで体内の血

流を良くし、汗と一緒に老廃物が流

れ出て、アンチエイジングや美肌効

果をもたらします。③体の軸を意識

して筋肉を伸ばすポーズをとること

で、しなやかで質の良い筋肉へと変

え、同時に関節の周りの筋肉もほぐ

され柔らかくなります。

　ヨガは激しい動作がありませんの

で、運動が苦手な方でも大丈夫で

す！ぜひご参加ください。

池山 昌吾さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

フィットネスセンターの「ヨガ教室」で
基 礎 代 謝 を 上 げ て 心 も 体 も 美 し く！

▲「ヨガ教室」で体を動かす参加者

ヨガ教室

甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

TEL 096-234-1154（内線232）
・ワンストップジョブサイトくまもと

　　 

（
株
）シ
ン
ザ
ン
が
ブ
ラ
イ
ト
企
業
と
し
て

新

た

に

認

定

さ

れ

ま

し

た

▲本年度新たにブライト企業に認定された株式会社シンザンの

山内喜久雄代表取締役

URL
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■
本
町
の
自
然
を
活
用
し
た

　
体
験
会
を
実
施

　

甲
佐
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
は
、
緑
川
な
ど
の
本
町
な
ら

で
は
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、
来
年
度
か

ら
の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
10

月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）に

「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン
ド
・
ア
ッ

プ
・
パ
ド
ル
）
体
験
」
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

■ 

県
外
か
ら
の
参
加
者
も
緑
川
で

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験

　

10
月
19
日
（
土
）・
20
日

（
日
）
安
津
橋
健
康
広
場
で
開

催
し
た
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
」
で
は

フ
ァ
ン
ア
ー
ス
（
御
船
町
）
の

廣
瀬
哲
也
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
講
師
に
迎
え
て
50
分
間
の
モ

ニ
タ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
間
で
町
内
外
の
32
人
が
参

加
。
参
加
者
は
20
〜
40
代
の
友

人
同
士
や
家
族
連
れ
が
多
く
、

遠
く
は
福
岡
県
か
ら
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
緑
川
は
流
れ
が

緩
や
か
で
、
波
が

あ
る
海
と
比
べ
て

初
心
者
で
も
十
分

楽
し
め
た
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い

た
貴
重
な
ご
意

見
・
ご
感
想
は
、

よ
り
よ
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
開
発

に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

Old-house Renovation
古民家再生

　甲佐町まちづくり協議会

　TEL090-2850-9824
　まちづくり協議会ウェブサイト

URL https://magazine-bo.com/

▲モニターツアーとして開催した SUP 体験を行う参加者

緑川を楽しむアクティビティを開発中

緑
川
を
楽
し
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開
発
に

向
け
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た

まちづくり協議会

米原 雄二さん

緑川の流れも緩やかで

親子連れや SUP 初心者

の方も安心して楽しま

れました。甲佐町に初

めて来られた方から

「またやりたいです！」

とのお声を頂き、また

お越し頂ける様、来年

の事業化に向けて取り

組んでいきます。

　10月19日（土）・20日（日）仁田

子の旧西村民俗資料館で、第５回古

民家改修ワークショップを開催しま

した。

　２日間で約40人が、建具塗装や

木ずり壁作製、床板磨き、しっくい

塗りなどの作業に取り組みました。

　建具塗装作業では、塗装の役割や

特徴の説明を受けた後で、古民家に

なじむ濃い茶色の塗料を使って窓枠

などの建具を塗装していきました。

　床板磨きの作業では、床板として

再利用するため、板を布で手際よく

磨いていきました。この床板は、１

階部分の廊下の一部として活用され

る予定です。作業の中で、今年７月

のワークショップで、釘抜きや洗浄

を行った天井板が天井の一部として

再利用されたという説明もあり、作

業を行った参加者からは喜びと驚き

の声が聞かれました。

　木ずり壁作製やしっくい塗りの作

業は２回目以上の参加者も多いため

手際もよく、参加者は交流を楽しみ

ながら作業を行いました。

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線233）

改修ワークショップで
建具塗装などを実施

次回の古民家改修ワークショップ
【開催日】11月23日（土）・24日（日）
【内容】土壁の補修作業など（予定）
※事前申し込みが必要です。詳しくは　
　「甲佐町こうさてんプロジェクト」
　Facebook ページをご覧ください。

▲床板として再利用する板を布で磨く参加者

Town Development
甲佐町まちづくり協議会
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ｉ
住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

旧
氏（
旧
姓
）併
記
が
で
き
ま
す

　

11
月
５
日
（
火
）
か
ら
本
人
の

申
し
出
に
よ
り
、
住
民
票
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
「
旧
氏
（
旧

姓
）」
が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

婚
姻
な
ど
で
氏
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
で
も
、
従
来
称
し
て
き
た

氏
を
住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
併
記
す
る
こ
と
で
、
契

約
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
証
明

と
な
り
、
就
職
や
職
場
で
の
身
分

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
記
載
で
き
る
旧
氏
は
１

人
ひ
と
つ
で
す
。
旧
氏
を
記
載
し

た
い
場
合
は
、
町
住
民
生
活
課
住

民
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・ 

旧
氏
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本

等

※
希
望
す
る
旧
氏
が
記
載
さ
れ
て

　

い
る
戸
籍
謄
本
等
か
ら
現
在
の

　

氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
に

　

至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
戸
籍
謄

　

本
等
が
必
要
で
す

•

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
持

　

ち
の
方
の
み
）
ま
た
は
通
知

　

カ
ー
ド

•

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

　

な
ど
）

•

印
か
ん

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
1
３

　
（
内
線
１
０
４
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、

例
年
１
月
上
旬
〜
３
月
上
旬
が
中

心
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効

性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
流
行
前

の
10
月
〜
12
月
中
旬
ま
で
に
予
防

接
種
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

定
期
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関
へ
直

接
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者

　

本
町
に
住
民
票
を
有
す
る
次
の

方
（
本
人
が
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
ま
た
は
本
人
の
接
種
希
望
が

確
認
で
き
る
場
合
）

①
満
65
歳
以
上
の
方
（
接
種
時
に

　

65
歳
以
上
に
な
っ
て
い
る
方
）

②
満
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で

　

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

　

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

　

ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に
障
害
を

　

有
す
る
「
身
体
障
害
者
手
帳
１

　

級
」
相
当
の
方
（
詳
し
く
は
、

　

か
か
り
つ
け
医
師
に
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
）

▼
接
種
期
限

　

12
月
28
日
（
土
）

▼
接
種
回
数

　

１
人
に
つ
き
１
回

▼
接
種
料
金

・
町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関

　

２
，０
３
０
円

・
町
外
の
契
約
医
療
機
関

　

２
，２
３
０
円

※ 

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合
は
、
事
前
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
、
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関

・
荒
瀬
病
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
１

・
谷
田
病
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
４
８

・
小
屋
迫
医
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
６
５

・
桃
崎
整
形
外
科

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
１
１
１

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
5
‐
８
７
１
１

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　

定
期
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関
へ
直

11
November 2019

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa/
　　kumamoto.jp/

日 曜 当 番 医

TEL

TEL

TEL

TEL

doctor

町税などの滞納処分（９月分）
tax
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接
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
対
象
者

　

本
町
に
住
民
票
を
有
す
る
次
の

対
象
年
齢
の
方

・
65
歳（
昭
和
29
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
70
歳（
昭
和
24
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
75
歳（
昭
和
19
年
4
月
2
日
〜
昭

　

和
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
80
歳（
昭
和
14
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
85
歳（
昭
和
９
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
90
歳（
昭
和
４
年
４
月
２
日
〜
昭

　

和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
95
歳（
大
正
13
年
４
月
２
日
〜
大

　

正
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

・
１
０
０
歳（
大
正
８
年
４
月
２
日

　

〜
大
正
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
）

▼
接
種
期
限

　

令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

▼
接
種
回
数

　

１
人
に
つ
き
１
回

▼
接
種
料
金

・
町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関

　

４
，０
８
０
円

・
町
外
の
契
約
医
療
機
関

　

４
，２
８
０
円

※ 

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合
は
、
事
前
手
続
き
が
必
要

で
す
の
で
、
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
5
‐
８
７
１
１

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
日
程
を

拡

充

し

ま

す

　

県
御
船
保
健
所
で
は
、
12
月
1

日
の
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
合

わ
せ
て
、
毎
週
木
曜
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
第
１
木
曜
日
は
午
後

５
時
〜
午
後
７
時
の
夜
間
検
査
も

実
施
）
に
実
施
し
て
い
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
の
日
程
を
拡
充
し
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
お
こ
る
病
気

で
す
。
感
染
す
る
と
免
疫
力
が
低

下
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
や
悪

性
の
腫
瘍
な
ど
が
現
れ
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
を
早
期
に
発
見
し

治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
エ
イ
ズ

の
発
症
（
重
症
化
）
を
防
ぐ
こ
と

が
可
能
で
す
。

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
拡
充
日

　

12
月
２
日
（
月
）〜
６
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

事件・ 事 故 件 数

９月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

本町には、浄土真宗の寺院が、

12寺あります。その創立は、寺請

（てらうけ）制度が確立した1630

年から 60 年頃が多くなっていま

す。これらの寺院は明治 10 年の

西南の役で２寺を除いて焼失して

いますが、焼失を免れた寺の１つ

が下横田の壽專寺です。浄土真宗

本願寺派の寺で、本堂は珍しい寄

棟（よせむね）づくりです。

住職のお話や町史などによると、

寛永２年（1625）に菊池氏の末裔

（えい）である僧、了西（りょうさ

い）によって創建され、壽專寺と

号し、勝明寺（しょうみょうじ）

の末寺に属し、その後、明治 13

年４月に本山直末（ほんざんじき

まつ）に編入したことが伝えられ

ています。

本堂の建立年は不明ですが、熊

本城を建築した大工が建てたと伝

えられており、質素な丸太材の屋

根組は力強く、本堂内の欄間（ら

んま）等の装飾は素晴らしいもの

です。町内の浄土真宗寺院として

最初に建てられ、中心的な役割を

はたしてきたらしいとのことです。

本町内では、一番古い木造の建物

であると思われます。住職による

と本尊は、行基（ぎょうき）の作

と伝えられており、西南の役の戦

災を免れ、また先の熊本地震にお

いても少しの被害で済み、現在に

至っています。

本町の貴重な文化財です。

甲佐町の文化財探訪　～第７4回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「甲佐の古刹 清涼山壽專寺（せいりょうさんじゅせんじ）」 赤星眞照 町文化財保護委員（有安区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（９月分）

※単位・㌔ 

▶
行
基
作
と
伝
わ
る
壽
專
寺
の
本
尊

Monthly Information
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ｅ産

業

文

化

祭

を

11
月
10
日
（
日
）
に
開
催

　

町
で
は
、
令
和
元
年
度
産
業
文

化
祭
を
11
月
10
日
（
日
）
に
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
来
年
開
校
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
甲
佐
高
校
の
文

化
祭
（
青
垣
祭
）
も
同
時
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

11
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
40
分

▼
開
催
場
所

　

町
役
場
北
側
駐
車
場
、
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

●
農
業
祭

　

 

ミ
カ
ン
の
つ
か
み
取
り
、
本
町

産
の
農
業
物
の
即
売
会
・
搾
り

た
て
牛
乳
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど

●
商
工
祭

　

ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
、
も
ち
投
げ
、

　

本
町
特
産
の
ニ
ラ
を
使
用
し
た

　

１
０
０
０
人
鍋
な
ど

●
文
化
祭

　

 
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
文
芸
術
作
品
展

示
※
わ
か
あ
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
11

　

月
９
日
（
土
）
午
後
３
時
30
分

　

か
ら
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

　

開
催
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
政
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
7
６

　
（
内
線
１
５
３
）

ｉ
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す

　

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待

（
な
ぐ
る
、
蹴
る
、
激
し
く
揺
さ

ぶ
る
な
ど
）、
性
的
虐
待
（
子
ど

第44回甲佐10マイル公認ロードレース大会　12月１日（日）開催決定

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツ＆カルチャークラブ」

●スポンジテニス＆

　　　　　　バドミントン

　

●少年柔道スクール

●卓球

●ノルディックウォーキングスクール

　

●トランポリンスクール

　

●サッカースクール

●女子サッカースクール

●ジュニアバスケットスクール

■お問い合わせ先

TEL

▲今年も有力実業団から実力者が多数出場し、冬の甲佐路を駆け抜けます

 Sports

Monthly Information

■12月１日（日）スタート

　10マイル（約16.09㌔）のタイムを

競う甲佐10マイル公認ロードレース

は、有力実業団からトップランナー

が多数出場する日本有数の10マイル

ロードレースです。町生涯学習セン

ター周辺をスタート・ゴールとし、

冬の甲佐を舞台に競技者たちがデッ

トヒートを繰り広げます。

■種目（スタート時間）

・中学男子５㌔の部

　午前10時35分

・女子５㌔の部

　午前10時37分

・10マイル国際競技者の部

・10マイル一般競技者の部

　午前11時20分

・高校男子10㌔の部

　午前11時25分■主な招待選手

今井正人（トヨタ自動車九州）、設楽

悠太（Honda）、神野大地（セルソース）、

茂木圭次郎（旭化成）、村山謙太（旭

化成）、井上大仁（MHPS）、土方英和

（国學院大學）など

■お問い合わせ

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447
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も
へ
の
性
的
行
為
な
ど
）、
ネ
グ

レ
ク
ト
（
乳
幼
児
を
残
し
て
外
出

す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
）、

心
理
的
虐
待
（
無
視
や
兄
弟
間
で

の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の

前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る

う
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
、
泣
き
止
ま
な
い

と
、
い
ら
い
ら
し
て
し
ま
う
こ
と

は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。
し

か
し
、
泣
き
止
ま
な
い
か
ら
と

い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
、

頭
（
脳
や
網
膜
）
に
損
傷
を
受
け
、

重
い
障
害
が
残
っ
た
り
、
命
を
落

と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
時

は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に

寝
か
せ
、
そ
の
場
を
少
し
の
間
で

も
離
れ
、
ま
ず
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
り
、
ご
自
身
が
出
産

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
し
た
ら
、

児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
窓
口
へ

連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
６
）

・
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
5
‐
８
７
１
１

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ

　

イ
ヤ
ル

　

TEL
１
８
４
（
い
ち
は
や
く
）

11
月
９
日（
土
）〜
15
日（
金
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
期
間

　

11
月
９
日
（
土
）
〜
15
日
（
金
）

▼
防
災
標
語

　

ひ
と
つ
ず
つ
い
い
ね
！
で
確
認

　

火
の
用
心

▼
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

　

ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
な
ど
を
守
る
た
め
に
、

　

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る
。

※
家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で

　

火
の
用
心
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

必

ず

チ

ェ

ッ

ク

熊

本

県

最

低

賃

金

　

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
１

日
（
火
）
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
熊
本
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
７
９
０
円

※
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

　

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用

　

さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

ｃ
架
空
請
求
詐
欺
に
要
注
意

　

県
内
で
、
携
帯
電
話
に
「
未
納

料
金
が
あ
り
ま
す
。
本
日
中
に
電

話
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
架
空
請

求
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
る
事

案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
身
に
覚

え
の
な
い
請
求
に
は
焦
ら
ず
対
応

し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
2
３
2
‐
１
１
１
０

第15回甲佐町夏季ビーチボールバレー大会結果
 Sports

●大会成績

　・フリーの部 優勝　そら豆

　・50歳以上の部 優勝　スウィートフィッシュ

●主催

　甲佐町バレーボールバレー協会（坂本敏博会長）

●開催日

　９月５日（木）・６日（金）

●会場

　甲佐小学校体育館

▶ 

優
勝
し
た
そ
ら
豆
（
左
）
と
ス

ウ
ィ
ー
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
皆
さ
ん

Monthly Information

 今月のお知らせ

台風19号災害義援金
受付について

　ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

TEL

▶

・堀井　喜一様　滋賀県  ほか

　　　▶
TEL

▶

URL

　令和元年台風19号に伴う災

害により、各地に甚大な被害

が生じています。この災害で

被災された方々を支援するた

め、町および甲佐町社会福祉

協議会では災害義援金を受付

ます。皆様の温かいご支援を

よろしくお願いします。

▶受付場所

・町福祉課または町住民生活課

・甲佐町社会福祉協議会

▶受付時間

　午前８時30分～午後５時

　（土・日曜日および祝日は除く）

▶お問い合わせ先
　町福祉課　 TEL 096-234-1114

▶
円

　　　　　　（９月30日現在）

 「ニラみそあられ」
こうさんもん No.15
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稲刈り（西寒野）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

幼
な
日
に
月
に
兎
の
住
む
と
云
う
こ
と
を
信
じ
た

頃
を
偲
べ
り 

池
田
キ
ヨ
子

刈
取
り
を
目
前
に
し
て
「
う
ん
か
」
に
は
農
家
も

稲
も
シ
ョ
ッ
ク
大
な
り 

緒
方
　
明
美

名
も
床
し
紫
式
部
ひ
そ
や
に
数
多
実
を
付
け
辺
り

華
や
ぐ 

塚
原
　
暁
益

あ
の
山
の
麓
に
嫁
ぎ
し
友
今
も
広
き
田
畑
を
守
り

居
り
し
か 

内
田
乃
武
子

満
月
の
隅
な
く
照
ら
す
庭
先
に
鳴
く
虫
の
音
の
秋

を
連
れ
来
る 

吉
永
由
紀
子

軒
先
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
盛
り
日
毎
に
咲
き
て

吾
を
笑
顔
に 

赤
星
　
文
子

突
然
の
雷
鳴
近
く
と
ど
ろ
き
て
早
く
遠
く
に
去
る

こ
と
祈
る 

上
村
や
す
美

霊
台
橋
匠
の
業
の
素
晴
ら
し
く
友
ら
と
と
も
に
暫

し
佇
む 

白
梅

　
武
人

微
笑
み
の
な
か
に
隠
せ
し
屈
辱
を
夜
の
焼
酎
に
割

り
て
飲
み
干
す 

渡
辺
　
幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　「
な
か
な
か
」

な
か
な
か
の
腕
だ
あ
い
つ
も
見
直
し
た 

林
　
　
雅
之

時
過
ぎ
て
な
か
な
か
来
な
い
友
を
待
つ 

日
隈
　
俊
郎

　「
公
園
」

公
園
に
学
校
嫌
い
の
児
が
独
り 

清
川
み
ど
り

公
園
を
い
た
わ
り
歩
く
老
い
ふ
た
り 

川
村

　
文
子

公
園
が
静
か
に
な
っ
て
夕
映
え
る 

渡
辺

　
幸
士

　﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

と
う
と
う
　
決
定
戦
に
持
ち
込
う
だ 

広
田
み
ど
り

と
う
と
う
　
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
で
若
返
り 

下
山
　
千
恵

と
う
と
う
　
三
代
ま
で
は
持
た
ん
ね
ェ 

志
垣
　
　
光

と
う
と
う
　
ト
ッ
プ
に
昇
り
き
ら
っ
さ
ん 

佐
藤
　
　
葵

と
う
と
う
　
金
歯
が
抜
け
た
幾
ら
か
い 

平
井
や
よ
い

と
う
と
う
　
取
巻
が
喰
て
仕
舞
い
お
る 

長
原
　
産
賀

と
う
と
う
　
孫
の
ね
だ
り
に
ゃ
甘
い
こ
と 

佐
野
　
　
京

と
う
と
う
　
ナ
ビ
も
迷
う
た
峠
道 

光
永
　
　
六

と
う
と
う
　
秋
刀
魚
ま
で
も
が
高
級
魚 

井
元
あ
ざ
み

と
う
と
う
　
浪
費
の
果
て
に
自
己
破
産 

日
高
　
美
里

と
う
と
う

　
食
い
も
せ
ん
う
ち
腐
っ
と
る 

上
田

　
梅
清

と
う
と
う

　
銭
と
情
に
は
生
き
別
れ 

日
隈

　
元
良

と
う
と
う

　
来
ん
ち
ゅ
う
事
ッ
が
返
事
ば
い 

北
川

　
直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

霜
月 

〜
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ひとの動き（敬称略）

 住　所 氏　名       性別    保護者

早　川　池田　杏
あ こ

胡　女　　新

府　領　齊藤　克
こ お

和　男　優　子

項目 数 増減

男 5,050 １

女 5,557 ▲３

計 10,607 ▲２

世帯数 4,287 ▲５

令和元年９月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

豊　内　村上　　諫　92　謙　治
早　川　松野香代美　78　文　男

中横田　元田　松子　91　松　子

船　津　松本マイ子　93　マイ子

安　平　伊豆野トクノ　101　トクノ

西寒野　岩井　一義　95　眞　一

横　田　緒方　　正　83　美代子

早　川　緒方　文二　90　矩　子

大　町　池上　邦榮　85　邦　榮
東寒野　山田　都子　85　新　二

９月11日（水）～10月10日（木）

ご結婚おめでとう
marriage

［

作り方

①ヤマイモは皮をむき、酢水に

さらした後、すりおろします。

②ネギは斜め薄切りにします。

③ボウルに①、卵、塩小さじ

1/2、小麦粉、だし汁の順番

に入れ混ぜ合わせ、最後に長

ネギを加えます。量が多いの

で、押さえ気味に混ぜ合わせ

ましょう。

④フライパンにサラダ油を熱し、

③の1/4量を流し入れ、丸く

広げます。片面が焼けたら

ひっくり返し、両面に焼き色

が付くまで焼きましょう。蓋

をすると火の通りが早くなり

ます。

⑤スプーンの背などで④にしょ

うゆを塗りもう一度焼くと、

香ばしさが増し、美味しさも

アップしますよ。食べやすい

大きさに切って盛り付けま

しょう。

ネギ焼

材　料（４人分）

長ネギ　　　………… ２～３本
ヤマイモ　　…………… 20㌢位
小麦粉　　　…………… 100㌘
卵　　　　　……………… ２個
塩　　　　　………… 小さじ1/2
カツオのだし汁　…… 1/2カップ
サラダ油　　……………… 適量
しょうゆ　　……………… 適量

　　　薬味からメインまでいろ

んな料理が楽しめるネギですが、

青色と白色の部分で栄養成分な

どが違うってご存じでしたか？

　土の中で育った白い部分は淡

色野菜の仲間。ビタミンＣやネ

ギオールなどがたっぷりで、高

血圧や糖尿病を予防したい人に

はおすすめです。一方、青い部

分は緑黄色野菜に分類され、ビ

タミンやカルシウム、鉄分など

がたっぷりで強い抗酸化作用が

あります。また、アンチエイジ

ング効能や視力の維持にも効果

があり、疲れ目やドライアイの

予防にも役立ってくれます。

　採れたての甲佐のネギを体調

管理に役立てましょう。

　

日
が
暮
れ
る
の
が
す
っ
か
り
早
く

な
り
、
木
々
の
色
付
き
に
秋
の
深
ま

り
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
先
日
行
わ
れ
た
サ
ッ

カ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
に
行
わ
れ
た
天
然
芝
の

植
え
付
け
イ
ベ
ン
ト
か
ら
約
３
カ
月

が
過
ぎ
、
サ
ッ
カ
ー
場
は
す
っ
か
り

緑
の
芝
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。
役
場
職

員
な
ど
に
よ
る
雑
草
の
刈
取
り
作
業

な
ど
を
経
て
、
き
れ
い
な
天
然
芝
の

サ
ッ
カ
ー
場
が
完
成
。

　

当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
始

ま
る
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、
会
場
は

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
元
気
に
走
り

回
る
子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か
な
声

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
、
よ
り
多

く
の
人
が
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
甲
佐
の

新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
の
完
成
が
楽
し
み

で
す
ね
。 

（
と
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　嘉島町　宮原　大輔

　　妻　船　津　北野　亜弥

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

お誕生おめでとう
birth

ご存知ですか？
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。
　
「
普
段
、
病
院
へ
来
ら
れ
な
い

よ
う
な
方
で
も
、
お
気
軽
に
来
て

い
た
だ
け
る
場
所
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ヘ
ル
シ
ー
で
美
味
し
い
ラ

ン
チ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

も
ら
え
た
ら
」
と
話
す
の
は
、
谷

田
病
院
で
糖
尿
病
療
養
指
導
士
と

し
て
糖
尿
病
教
室
や
「
や
つ
だ
カ

フ
ェ
」
の
運
営
な
ど
に
携
わ
る
手

蓑
京
美
さ
ん
（
写
真
後
列
右
か
ら

２
番
目
）。

　

同
病
院
で
は
、
昨
年
12
月
か
ら

甲
佐
町
商
店
街
の
「
ヨ
リ
ド
コ
ロ

え
ん
が
わ
」
で
健
康
に
関
す
る
お

悩
み
相
談
室
「
ま
ち
の
保
健
室
」

を
毎
週
木
曜
日
に
開
催
。「
や
つ

だ
カ
フ
ェ
」
は
こ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
同
病
院
の
糖
尿
病
教
室
ス

タ
ッ
フ
が
、
健
康
に
配
慮
し
た
ラ

ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
毎
日
の
食
事

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
と
今
年
５
月
か
ら
不
定

期
で
開
催
し
て
い
る
。

　
「
や
つ
だ
カ
フ
ェ
」
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
医
療
機
関
が
院
外
で

継
続
的
に
実
施
す
る
の
は
珍
し
く
、

参
加
者
は
食
事
を
し
な
が
ら
、
塩

分
や
糖
分
の
摂
取
と
い
っ
た
食
事

に
関
す
る
会
話
を
ス
タ
ッ
フ
と
楽

し
ん
で
い
る
。

　
「
病
院
主
催
だ
か
ら
か
、
は
じ

め
は
抵
抗
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
様

子
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
自
然
体
で

食
事
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
提

供
す
る
ラ
ン
チ
は
管
理
栄
養
士
な

ど
と
考
案
し
て
お
り
、
約
６
０
０

㌔
㌍
に
抑
え
て
あ
り
ま
す
。
デ

ザ
ー
ト
付
き
で
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
ラ
ン
チ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
驚

か
れ
て
い
ま
し
た
よ
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
。

　

参
加
者
の
「
ま
た
開
催
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
が
一
番
う
れ
し

い
と
話
す
手
蓑
さ
ん
は
「
料
理
の

レ
シ
ピ
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
も

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で

も
簡
単
に
調
理
で
き
る
よ
う
工
夫

し
て
い
る
の
で
『
や
つ
だ
カ

フ
ェ
』
で
学
ん
だ
こ
と
を
普
段
の

食
事
に
も
取
り
入
れ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。
病
院
に
関
わ
り
が
あ

ま
り
な
い
若
い
方
に
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
健
康
的
な
食
事
を
通
し
て
地
域

の
元
気
を
応
援
し
て
い
る
。

2019年（令和元年）11月号

　通巻604号
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こうさ広 報

健
康
的
な
食
事
を
通
し
て

元
気
な
地
域
づ
く
り
を
応
援

やつだカフェ / 谷田病院糖尿病

教室のスタッフが健康をテーマ

に不定期開催。次回は11月21

日（木）開催予定。ご予約は谷田

病院まで。　　096-234-1248

やつだカフェ
Yatsuda cafe

〔谷田病院〕

TEL

Kosa
Style
こうさ スタイル


